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平成２９年１０月

中国電力株式会社

島根原子力発電所２号機

新規制基準への適合性審査の状況について

資料１－１



1審査の状況（平成２８年１１月～平成２９年９月）

 地震・津波関係では「耐震設計の論
点」，「震源を特定して策定する地震
動」，「基準津波」に関する審査が行われ
ています。プラント関係の審査は行われ
ていません。

審査テーマ 概 要

耐震設計の論点

 耐震設計の論点整理について，ＢＷＲ先行プラントとの相違点，自
プラント固有の特徴を中心に説明しました。

 液状化の可能性，津波による防波堤の破損・漂流について，他社の
審査における議論を踏まえて説明するようコメントがありました。

基準津波

 鳥取県（2012）が日本海東縁部に想定した地震による津波，および
敷地前面海域の「F-Ⅲ～F-Ⅴ断層」から想定される地震による津波
を基準津波として策定する考え方を説明しました。

 策定した基準津波の妥当性について，資料を充実させた上で詳細
に説明するようコメントがありました。

震源を特定して
策定する地震動

 地震調査研究推進本部（H28.7)が示した評価を踏まえ，宍道断層

東端について再評価を行い，宍道断層の東端を「美保関町東方沖
合い」とし，その評価長さを約25ｋｍから約39ｋｍに見直すこと，およ

び鳥取沖西部断層との関係性を説明し，両断層が連動しないとした
評価に対し，概ね妥当との評価をいただきました。

審査テーマ 開催日

耐震設計の論点 Ｈ28.11.17

基準津波 Ｈ28.12.16

震源を特定して策定す
る地震動

H28/11/11, H29/2/17
6/9, 7/28, 9/29



2審査の全体像

 平成２５年１２月２５日，島根２号機の新規制基準への適合性確認を申請。
平成２９年９月２９日までに，８６回の審査会合が開催されている。

 審査される分野は，大きく①地震・地盤・津波関係といった外部要因に関する
ものと②プラント関係の２分野に分かれる。

 事前にヒアリングを実施し，その後，審査会合が公開の場で開催されている。

①

②-２

ポイント

新たに設置・配備した対
策は有効か？

自然現象などの評価・対
策は適切か？

基準地震動は適切か？

②-１

新設・強化された項目（火
災防護，内部溢水等）な
どの評価・対策は適切
か？
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審査状況

① 地震・地盤・津波関係



4審査の流れ（①地震・地盤・津波関係）

地下構造評価

震源を特定して策定
する地震動評価
※敷地周辺陸域，海域

活断層評価

震源を特定せず策
定する地震動評価
※北海道留萌支庁南部地震，

鳥取県西部地震

基準地震動の決定

審 査

工事計画認可申請書へ反映

 敷地内の地下構造評価，震源を特定して策定する地震動および震源を特定せ
ず策定する地震動をそれぞれ評価・審査された上で，基準地震動が決定され
る。基準地震動が決まれば，設備の詳細設計（工事計画認可申請）に反映。
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主要な審査項目 審査状況

地

震

関

係

地 震

敷地及び敷地周辺の地下構造 実施済

震源を特定して策定する地震動 実施中

震源を特定せず策定する地震動 実施済

基準地震動 未実施

耐震設計方針 実施中

敷地の地質・地質構造 実施済

地盤・斜面の安定性 未実施

津 波

基準津波 実施中

耐津波設計方針 未実施

主要項目の審査状況（①地震・地盤・津波関係）
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審査状況

② プラント関係



7審査の流れ（プラント関係 ②－１設計基準事故対策）

 プラント関係の審査は，大きく「設計基準事故対策（事故を起こさない対策）」と
「重大事故対策（事故が起こった場合の対策）」に分別される。

 「設計基準事故対策」は，従来の基準から強化された項目及び新たに新設され
た自然現象といった外部要因に対する影響評価・対策について審査される。

代表例： 火災防護対策の強化
火山（影響評価，対策），竜巻（影響評価，対策）
内部溢水

新たな設計基準
事故対策

強化された項目
（静的機器の単一故障など）

火山，竜巻，火災

ー ＝

設備の性能など

火山，竜巻，火災

審 査

従来の設計基準
事故対策

内部溢水

内部溢水

強化された項目
（静的機器の単一故障など）

設備の性能など



8審査の流れ（プラント関係 ②－２重大事故対策）

 「重大事故対策」は，主に福島第一の事故後に新たに配備・設置した設備や手

順が有効に機能するかが審査される。
代表例： 送水車，高圧発電機車などの可搬型設備

フィルタ付ベント設備
緊急時対策所

特有な事故シー
ケンスを抽出

②－２重大事故対策設備

（フィルタ付ベント設備等）

確率論的リスク
評価

（内部事象）

確率論的リスク
評価

（外部事象）

事故シーケンス
評価 有効性評価

重大事故対策を
考慮しての評価

重大事故対策を
考慮せず評価

基準適合



9主要項目の審査状況（②プラント関係）

主要な審査項目 審査状況

プ
ラ
ン
ト
関
係

重大事故対策

確率論的リスク評価 実施中

事故シーケンスの選定 実施中

有効性評価 実施中

解析コード 実施中

中央制御室 実施中

緊急時対策所 実施中

フィルタ付ベント設備 実施中

水素爆発防止対策 実施中

設計基準
事故対策

内部溢水 実施中

火災 実施中

竜巻 実施中

火山 実施中

外部事象 実施中

静的機器の単一故障 実施中

保安電源設備 未実施

誤操作防止，安全避難通路，安全保護回路 実施中

原子炉冷却材圧力バウンダリ 実施中

通信連絡設備 実施中

監視測定設備 実施中

共用設備 実施中


